
提  言 

 

 計算科学は、「予測の時代」である21世紀の科学技術や先端産業を

牽引する基盤である。これまで我が国がこれらの分野で果たしてきた

役割を継承し、さらに発展させていくためには、「予測の時代」を担

う人材を輩出し、その活躍の場をこれまで以上に拡げていくことが必

要である。 

 21世紀の科学技術を牽引する計算科学は、計算機科学と様々な科学

技術領域の有機的・効果的学際融合により、新たな革新的分野に発展

すべきであり、それを支える人材とその育成を求めている。新しい学

術分野の創成や、イノベーションによる産業の国際競争力の強化に果

敢に取り組む世界水準の人材は、これからの我が国、ひいては人類社

会の発展に大きく貢献していくことになろう。 

 以上の認識の下、このシンポジウムでは次世代スーパーコンピュー

タ開発利用プロジェクトを一つの契機に、次代を担う人材の育成に積

極的に取り組む必要性を共通の理解として、以下のような取り組みを

強力に推進すべきである旨提言する。 

 

 

一、 教育、人材育成プログラムの多様な展開 

21世紀の学術の展開を見据え、計算科学・計算機科学、さらにはそ



の融合による新たな学術分野の展開を追究する研究科や専攻、教育研

究の中核となる研究センターの設置が進展しつつある。また、大学院

教育改革支援プログラムなどを活用したユニークな人材育成も進め

られている。 

今後、進展する科学技術、産業の要請に適切に対応していくために

は、将来の活動を支える人材に求められる素養を明らかにし、人材育

成に係る関係者間でこの認識を共有することが必要である。大学・大

学院教育では確実にその素養を身に付けさせるべきである。 

さらに、数理科学など関連する他分野との連携、国内の大学・研究

機関間の連携、国際協力等の国際的視点を重視しつつ、計算科学と計

算機科学の融合と、その推進を担う人材の育成を目指した教育研究プ

ログラム、学際融合型プロジェクトの具体化、制度整備を強力に推し

進めることが必要である。 

このため、大学・研究機関の取り組みの一層の深化、全体としての

多様化、その規模の拡大と分野を超えた連携を積極的に推進し、教材

の開発・共有、単位互換など大学・研究機関間における具体的な協力

を促進すべきである。また、計算科学、計算機科学などの異分野の融

合を担う人材の重要性を認識し、人材のキャリアパスを保証すること

により、人材を継続的に確保する必要がある。 

 

一、 人材育成に係る一層の産学の連携促進 



 人材育成における大学・研究機関間の協力はもとより、「実践力」

の涵養を目的とした教育への人的な貢献や、インターンシップの充

実・促進、共同研究の実施などを通じた大学・研究機関と産業界との

間の相互協力を加速すべきである。さらに、このような活動を進める

ために、大学・研究機関と産業界の相互理解を深め、大学のシーズと

企業のニーズを共有・理解する場を作る必要がある。 

また、産業界のスーパーコンピューティング技術の利用を促進し、

それによってキャリアパスが確保されるという、人材の育成・確保の

「正のスパイラル」を確立することも必要である。このため、次世代

スーパーコンピュータ利用に係る「戦略的研究開発プログラム」にお

いて、大学と産業界との連携を加速するための戦略分野を設定するな

ど、次世代スーパーコンピュータをはじめスーパーコンピューティン

グ技術の利用による成果を、速やかに創出するための具体的な措置を

講じるべきである。 

 

一、 拠点形成における人材育成機能の明確化・具体化 

 次世代スーパーコンピュータ開発利用プロジェクトは、次世代スー

パーコンピュータ施設を中核とした研究教育拠点の形成を一つの目標

としている。拠点形成に係る検討にあたっては、人材育成機能を明確

化するとともに、計算科学に関する拠点や大学の情報基盤センターと

の具体的な連携協力のあり方などを含め関係機関が担うべき役割を早



期に具体化する必要がある。特に、利用のあり方については、産学官

を問わず、大学や大学院学生を含む若手研究者・技術者の利用機会の

確保と、利用にあたっての支援体制などの充実を図るべきである。 
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